
おわりに

平成10年度には学習指導要領告示があり、続いて移行措置要領が出されました。本格的実施

を２年後に控えた今、府内各学校では「総合的な学習の時間」についての研究を進めるととも

に、学校の独自の試行プランが作成されている状況にあります。

そこで、当センターでは､｢総合的な学習の時間｣研究プロジェクトを立ち上げ､「『総合的な

学習の時間』を創るための基盤づくりの研究」を行い、本研究資料を一つの提言として府内各

校にお届けすることにしました。

編集のねらいとしては、第２章に「総合的な学習の時間」の基本的な考え方をＱ＆Ａ形式に

まとめ、実践上、疑問になるであろうと考える点を取り上げています。また、第３章では、こ

の時間を展開する場合に、すぐにでも学校で取り入れられるように実践可能な展開事例を小学

校、中学校各１例ずつ掲載しています。見やくて、すぐ手に取れるようにと図を多く用いてみ

ました。 このささやかな提言

が、各校での実践に役立つことを願っております。

本年度は、研究協力員として次の先生方にお世話になりました。ご協力に対して厚く御礼申

しあげます。
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